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行
財
政
改
革
で

あ
ら
た
に
は
じ
ま
る

み
ず
ま
き
の
ま
ち

写真 明神ケ辻山自然公園より望む初日の出



総人件費・定員の適正化

①特別職職員の給与を削減…町長や助役などの給与、議員やその他の非常勤特別職

の報酬を７％削減します。町長は更に３％を加え、10％の減額とします。

②収入役を廃止…収入役を廃止し、助役が事務を兼務します。

③職員定数の適正化…定員適正化計画により職員数を５年間で22人（12％）削減

します。

④議員定数の削減…次回選挙時から議員定数を４人削減し、22人を18人とします。

⑤職員給与などの見直し…職員給与を2.5％削減します。また、管理職手当を２％

削減し、職員特殊勤務手当を全廃します。さらに新しい給与制度導入により調整

手当を廃止します。

補助金の見直し

①各種団体の補助金削減…平成18年度は10％以上削減し、平成19年度以降は新

たに定める補助金交付基準に基づき、客観的な評価によって交付額を見直します。

事務事業の見直し

①入札制度の見直し…指名競争入札を制限付一般競争入札に改め、町単独事業の経

費率の引き下げや、関係者が一堂に会する現場説明会を廃止して談合を防止する

など、コスト削減に取り組みます。

②情報公開の推進…行財政改革の実施状況や結果のほか、町長や議会交際費の支出

状況、町の財政状況の他団体との比較表などを積極的に情報公開します。

③乳幼児医療費の対象年齢引き上げ…外来分３歳未満を就学前までに引き上げます。

④公共施設維持管理の見直し…各施設に統一した仕様書に基づく清掃委託を行い、

経費を平成17年度の20％削減とします。また、夏冬の空調設定温度変更などで

光熱費を平成16年度の３％削減とします。

業務の委託

①保育所業務の委託…平成18年度から第１保育所の事業委託、平成20年度に第１、

第２保育所の指定管理者制度を導入します。

②給食調理業務の委託…中学校給食の導入を含め、将来的な学校給食のあり方を調

査、研究しながら、小学校給食業務の段階的な業務委託を進めます。

③学校用務員業務の委託…平成19年度から段階的に業務委託を行います。

歳入の確保

①町税など徴収率の向上…平成19年度の現年度分徴収率97.5％、滞納繰越分の徴

収額を平成16年度実績より4,000万円増額を目標とする徴収計画を策定し、徴

収率を向上させます。

②町営住宅等使用料の見直し…平成19年度中に10％程度の値上げを行います。ま

た、町営住宅の駐車場使用料を段階的に値上げし、最終的に3000円（平成19年

10月）とします。

③体育施設･文化施設使用料の見直し…維持管理のための経費を確保するため施設

の性質ごとに受益者負担率を定め、使用料を見直します。

④下水道使用料の見直し…町民負担を考慮した必要最小限の料金改定を行います。
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行
財
政
改
革
緊
急
行
動
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

広
報
み
ず
ま
き
10
月
10
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
行
財
政
改
革
緊
急
行
動
計
画
案
（
中
間
報
告
）」
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

と
行
政
改
革
推
進
委
員
会
、
緊
急
行
財
政
改
革
本
部
の
審
議
を
経
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集「行財政改革」

計 画 書 の 主 な ポ イ ン ト
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総
人
件
費
・
定
員
の
適
正
化

【
特
別
職
職
員
の
給
与
削
減
】

▼
町
長

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

く
７
％
削
減
に
、
更
に
３
％
を
加
え
10
％
を

削
減
し
ま
す
。

▼
助
役
・
収
入
役･

教
育
長

特
別
職
報
酬
審
議

会
の
答
申
に
基
づ
き
７
％
を
削
減
し
ま
す
。

▼
議
会
議
員

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
７
％
を
削
減
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
非
常
勤
特
別
職

年
額
報
酬
７
％
削

減
、
日
額
報
酬
を
二
百
円
削
減
し
ま
す
。

【
管
理
職
手
当
削
減
】

２
％
削
減
（
平
成
17
年
度
実
施
中
）
を
平
成

18
年
度
以
降
も
継
続
し
ま
す
。

▼
課
長･

主
幹

15
％

↓

13
％

▼
課
長
補
佐

11
％

↓

９
％

【
職
員
給
与
の
見
直
し
】

平
成
18
年
度
に
本
俸
の
２
・５
％
を
削
減
し
ま

す
。
な
お
、
新
た
な
給
与
制
度
導
入
に
よ
り
平

成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
に
平
均
４
・
８
％
の

職
員
人
件
費
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

【
職
員
定
員
の
適
正
化
】

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
職
員

数
を
減
ら
し
ま
す
。

▽
平
成
18
年
度
176
人
▽
平
成
19
年
度
176
人
▽
平

成
20
年
度
174
人
▽
平
成
21
年
度
168
人
▽
平
成
22

年
度
160
人

※
現
在
（
平
成
17
年
度
）
は
182
人

【
そ
の
他
】

▼
出
張
旅
費
の
見
直
し

一
般
職
職
員
の
県
内

出
張
の
日
当
は
廃
止
し
、
そ
の
他
の
出
張
日

当
を
一
律
千
円
と
し
ま
す
。

▼
費
用
弁
償
の
見
直
し

現
行
二
千
円
を
千
円

に
減
額
し
ま
す
。

補
助
金
の
見
直
し

【
新
た
な
補
助
金
制
度
の
確
立
】

公
平
・
公
正
で
効
率
的
に
運
営
で
き
る
新
た

な
制
度
を
、
次
の
基
本
方
針
に
従
い
、
平
成
18

年
度
中
に
構
築
し
ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
の
根
拠
を
明
確
化

▼
町
全
体
で
統
一
し
た
交
付
基
準
を
策
定

▼
審
査
機
関
に
よ
る
公
平
な
審
査

▼
交
付
申
請
・
実
績
報
告
の
様
式
を
統
一

▼
補
助
金
の
使
い
道
を
町
民
に
公
開

【
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
削
減
】

平
成
18
年
度
は
10
％
以
上
の
削
減
と
し
、
19

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
補
助
金
制
度

に
よ
る
客
観
的
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
交
付

額
を
見
直
し
ま
す
。

【
個
別
に
廃
止
が
決
定
し
た
補
助
金
な
ど
】

老
人
交
通
共
済
掛
金
助
成
／
私
立
幼
稚
園
運

営
費
補
助
金
／
消
防
協
力
会
連
合
会
助
成
金
／

消
防
団
員
家
族
奨
励
金

【
個
別
に
見
直
し
が
決
定
し
た
補
助
金
等
】

▼
敬
老
祝
金

99
歳
給
付
額
を
五
十
万
円
か
ら

二
十
万
円
に
減
額
し
て
い
ま
す
。

▼
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金

平
成
20
年
度
ま

で
に
減
額
し
、
県
の
単
価
に
合
わ
せ
ま
す
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
金

平
成
18
年

度
は
10
％
を
削
減
し
、平
成
19
年
度
以
降
は
、

新
た
な
補
助
金
制
度
に
基
づ
き
、
交
付
額
を

見
直
し
ま
す
。

▼
高
等
学
校
等
入
学
祝
金

対
象
者
、
支
給
金

額
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

▼
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助
金
制
度

平
成
18

年
度
か
ら
現
行
制
度
を
廃
止
し
、
運
営
費
と

施
設
費
に
分
類
し
た
新
た
な
補
助
制
度
を
導

入
し
ま
す
。

▼
就
学
援
助
費

町
単
独
支
給
分
に
つ
い
て
は

廃
止
し
ま
す
。

総人件費・定員の適正化による予定効果額

（緊急行動計画実施３か年合計）

補助金見直しによる予定効果額

（緊急行動計画実施３か年合計）

項 目 効果額（千円）

①町長給与削減 ４，４２２

②助役等給与削減 ５，１０９

③管理職手当削減 ８，５０９

④収入役廃止 ２３，６９１

⑤議員定数削減 ４０，８００

⑥議員歳費等見直し ２２，４５３

⑦職員定数適正化 １４６，０００

⑧職員給与見直し ６８，２２９

⑨各種手当見直し １５４，７８２

⑩費用弁償見直し １３，４４３

⑪厚生会負担金見直し ９，８３０

⑫その他 ２３，０１６

合 計 ５２０，２８４

項 目 効果額（千円）

①敬老祝金見直し ５，１００

②就学援助費見直し ７，２８４

③私立保育所運営費補
助金制度見直し

９，９９０

④老人クラブ補助金見直し １，７５６

⑤補助金等の廃止（４種計） １２，８６５

⑥各種団体の補助金削減 ３５，７９９

合 計 ７２，７９４
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事
務
事
業
の
見
直
し

【
入
札
制
度
の
見
直
し
】

平
成
18
年
度（
一
部
平
成
17
年
度
導
入
済
み
）

に
、
次
の
方
法
に
よ
り
入
札
制
度
を
見
直
し
、

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

▼
制
限
付
一
般
競
争
入
札
へ
の
移
行

現
行
の

指
名
競
争
入
札
を
制
限
付
一
般
競
争
入
札
に

変
更
し
、
入
札
の
競
争
性
、
透
明
性
お
よ
び

公
平
性
を
高
め
、
落
札
価
格
の
抑
制
を
図
り

ま
す
。

▼
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者
登
録
の
見
直
し

入
札
参
加
資
格
者
登
録
お
よ
び
そ
の
実
態
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
罰
則
規
定
を
設
け

ま
す
。

▼
単
独
事
業
経
費
率
の
見
直
し

経
費
率
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
現
地
調
査
を
入
念
に

行
い
経
費
削
減
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

▼
役
務
費
・
修
繕
料
の
見
直
し

町
単
独
事
業

費
と
草
刈
・
浚

し
ゅ
ん
せ
つ
渫
（
河
床
な
ど
の
土
砂
掘
削
）

の
役
務
費
を
５
％
引
き
下
げ
ま
す
。

▼
現
場
説
明
会･

指
名
業
者
事
前
公
表
の
廃
止

現
場
説
明
会
お
よ
び
指
名
業
者
の
事
前
公
表

を
廃
止
し
、
入
札
結
果
の
み
公
表
し
ま
す
。

▼
入
札
談
合
防
止
の
取
り
組
み

指
名
停
止
等

措
置
要
綱
の
内
容
を
見
直
し
、
入
札
談
合
な

ど
の
不
正
行
為
に
関
す
る
事
項
と
公
共
工
事

か
ら
暴
力
団
と
の
関
係
を
排
除
す
る
事
項
を

盛
り
込
み
ま
す
。

【
情
報
公
開
の
推
進
】

町
政
運
営
を
よ
り
透
明
化
し
、
町
民
の
理
解

と
信
頼
を
得
る
た
め
、
様
々
な
情
報
を
積
極
的

に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

▼
町
議
会
や
各
種
審
議
会
の
会
議
録

▼
町
長
お
よ
び
議
会
交
際
費
の
明
細

▼
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況

▼
財
政
比
較
分
析
表

【
各
種
協
議
会･

審
議
会
の
見
直
し
】

平
成
18
年
度
か
ら
、
附
属
機
関
な
ど
の
委
員

数
を
現
行
原
則
20
人
以
内
か
ら
15
人
以
内
に
改

め
、女
性
委
員
の
割
合
を
30
％
以
上
と
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
議
会
選
出
委
員
を

20
％
減
員
し
ま
す
。

【
事
務
事
業
評
価
制
度
の
導
入
】

平
成
18
年
度
に
全
庁
的
な
試
行
を
行
い
、
平

成
19
年
度
か
ら
本
格
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
結
果
を
町
民
に
公
開
し
ま
す
。

【
町
・
議
会
交
際
費
の
削
減
】

町
と
議
会
の
交
際
費
の
予
算
を
五
十
万

円
ず
つ
減
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
万
円
、

百
三
十
万
円
と
し
ま
す
。

【
町
長
専
用
車
の
廃
止･

公
用
車
の
削
減
】

町
長
専
用
車
を
平
成
17
年
度
末
で
廃
止
し
ま

す
。
ま
た
、
一
般
公
用
車
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
台
数
を
削
減
し
て
い
き
ま
す
。

【
委
託
料
の
削
減
】

人
件
費
的
な
委
託
料
は
５
％
以
上
削
減
し
ま

す
。
五
十
万
円
以
上
の
業
務
発
注
は
、
特
別
な

事
情
が
無
い
限
り
、
入
札
に
よ
り
透
明
性
・
公

平
性
を
高
め
、
経
費
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

【
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
の
見
直
し
】

事
業
内
容
を
見
直
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
な
ど
に
対
し
て
、

主
体
的
な
参
加
を
要
請
し
て
い
き
、
住
民
主
体

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
移
行
を
目
指
し
ま
す
。

【
日
蘭
中
学
生
交
流
事
業
の
見
直
し
】

渡
航
の
自
己
負
担
額
を
六
万
円
か
ら
八
万
円

に
増
額
し
、
全
体
の
事
業
費
を
10
％
程
度
削
減

し
ま
す
。

【
財
政
運
営
の
適
正
化
】

役
場
な
ど
行
政
内
部
に
お
け
る
各
種
事
務
経

費
を
節
約
し
ま
す
。

▼
公
共
施
設
清
掃
委
託
な
ど
の
見
直
し

▼
光
熱
水
費
の
削
減

▼
携
帯
電
話
・
郵
送
料
の
削
減

▼
印
刷
物
の
外
部
発
注
見
直
し

▼
啓
発
物
資･

記
念
品
の
見
直
し

【
役
場
開
庁
時
間
の
延
長
】

週
１
回
、
役
場
の
開
庁
時
間
を
午
後
７
時
ま

で
と
し
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

（
昨
年
11
月
か
ら
試
行
実
施
中
）

事務事業見直しによる予定効果額

（緊急行動計画実施３か年合計）

事務事業見直しによる予定効果額事務事業見直しによる予定効果額事務事業見直しによる予定効果額

項 目 効果額（千円）

①入札制度見直し １３０，５００

②委託料削減 ２１，８０１

③乳幼児医療対象年齢の引
き上げ

－３１，５００

④各種福祉サービス見直し １１，８９５

⑤コスモスまつり見直し ６，６９３

⑥日蘭中学生交流事業見直し １，７８８

⑦町･議会交際費の削減 ３，０００

⑧財政運営の適正化 ４５，９２４

⑨その他事務事業の見直し １８，２８０

合 計 ２０４，３８１
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【
乳
幼
児
医
療
対
象
年
齢
引
き
上
げ
】

平
成
18
年
度
中
に
外
来
の
適
用
年
齢
を
就
学

前
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

【
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
】

利
用
者
の
適
正
負
担
を
考
慮
す
る
な
ど
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

▼
配
食
サ
ー
ビ
ス

平
成
18
年
度
か
ら
一
食
あ

た
り
の
自
己
負
担
額
三
百
円
を
四
百
円
（
実

費
分
）
と
し
ま
す
。

▼
介
護
用
品
給
付
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
料
階

層
区
分
第
４
段
階
の
対
象
者
へ
の
給
付
を
廃

止
し
ま
す
。

▼
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス

介
護

保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
廃
止
し
ま
す
。

▼
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

の
要
件
を
見
直
し
、
収
入
に
応
じ
た
利
用
者

負
担
額
を
徴
収
し
ま
す
。

▼
障
害
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス

施
設
入
浴
は
廃
止

し
ま
す
。（
訪
問
入
浴
で
対
象
者
の
対
応
が

可
能
）

業
務
の
委
託
化

次
の
業
務
に
つ
い
て
、
委
託
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▼
保
育
所
業
務

平
成
18
年
度
に
第
一
保
育
所

業
務
を
委
託
し
、
そ
の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え

た
上
で
、
平
成
20
年
度
に
第
一
保
育
所
と
第

二
保
育
所
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
進
め

ま
す
。

▼
学
校
給
食
業
務

中
学
校
給
食
の
導
入
を
含

め
、
将
来
的
な
学
校
給
食
の
あ
り
方
を
調
査

･

検
討
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
小
学
校
給
食
業
務
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
退
職
に
合
わ
せ
て
、
平
成

22
年
度
に
２
校
、
平
成
24
年
度
に
残
り
３
校

の
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

▼
学
校
用
務
員
業
務

平
成
19
年
度
か
ら
段
階

的
に
民
間
委
託
し
ま
す
。

▼
電
話
交
換
業
務

正
規
職
員
の
職
種
変
更
な

ど
、
体
制
整
備
が
整
っ
た
後
に
民
間
委
託
し

ま
す
。

▼
公
民
館
な
ど
の
貸
出
業
務

中
央
公
民
館
、

南
部
公
民
館
お
よ
び
総
合
運
動
公
園
に
お
け

る
貸
出
業
務
を
委
託
化
し
て
、
正
規
職
員
な

ど
を
減
員
し
ま
す
。

※
予
定
効
果
額
に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
な
ど

が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
試
算
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

歳
入
の
確
保

【
町
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上
対
策
】

抜
本
的
な
徴
収
計
画
を
策
定
し
、
徴
収
率
を

向
上
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
国
税
専
門
官
の
Ｏ
Ｂ

を
配
置
し
、
高
額
滞
納
者
に
対
す
る
徴
収
、
処

分
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
構
築
し
、
滞
納
額
を
減
ら

し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
】

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
行
う

た
め
、
税
率
を
見
直
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
を
抑
制
し
ま
す
。
な
お
、
税
率
は
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
審
議
を
経
て
決
め

ま
す
。

【
町
営
住
宅
使
用
料
の
見
直
し
】

平
成
19
年
度
中
に
、
公
営
住
宅
、
改
良
住
宅

と
も
に
同
程
度
の
改
定
率
と
な
る
よ
う
使
用
料

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
町
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
の
見
直
し
】

現
行
の
月
額
千
円
を
、
平
成
18
年
10
月
に
月

額
二
千
円
に
、
平
成
19
年
10
月
に
月
額
三
千
円

に
改
め
ま
す
。

【
有
料
広
告
募
集
】

町
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
福
祉

バ
ス
車
体
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
町
所
有
の
遊
休
地
に
有
料
広
告
塔

を
設
置
し
、
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

【
体
育･

文
化
施
設
な
ど
の
使
用
料
見
直
し
】

施
設
ご
と
に
受
益
者
負
担
率
お
よ
び
使
用
料

を
算
出
し
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
料
金
改
定
を

行
い
、
公
平
性
の
高
い
、
新
し
い
減
免
基
準
を

検
討
し
ま
す
。

【
下
水
道
使
用
料
見
直
し
】

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
安
定
的
に
提
供
す

る
た
め
、
町
民
の
負
担
を
考
慮
し
た
必
要
最
小

限
の
料
金
改
定
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
歳
入
確
保
】

電
位
治
療
器
の
利
用
や
草
刈
り
機
の
貸
出
を
有

料
化
し
ま
す
。
ま
た
、
東
水
巻
駅
駐
車
場
の
有
料

化
、
町
職
員
か
ら
役
場
駐
車
場
な
ど
の
使
用
料
徴

収
に
つ
い
て
も
実
施
の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

歳入確保による予定効果額

（緊急行動計画実施３か年合計）

前
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

項 目 効果額（千円）

①町税等徴収率向上対策 １５７，４７１

②町営住宅・駐車場使
用料見直し １０６，１１２

③有料広告募集 ３，８８８

④各種施設使用料見直し ５，２５７

⑤その他 １，２００

合 計 ２７３，９２８
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行
財
政
改
革
緊
急
行
動
計
画

実
施
効
果
（
３
年
間
の
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

表
１
は
、
投
資
的
経
費
を
除
い
た
経
常
的
経

費
の
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

グ
ラ
フ
１
は
、
表
の
歳
入
と
歳
出
の
差
引
額

を
「
財
政
余
力
」
と
し
て
図
に
表
し
た
も
の
で
、

ど
れ
だ
け
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
か
を
示
し
て

い
ま
す
。

現
在
の
ま
ま
の
財
政
運
営
を
続
け
て
い
く
と

経
常
経
費
の
収
支
は
、
今
後
３
年
間
す
べ
て
赤

字
と
な
り
、
そ
の
累
積
額
は
十
億
五
千
万
円
に

達
し
ま
す
。

一
方
、
本
計
画
に
従
い
、
行
財
政
改
革
緊
急

行
動
計
画
を
完
全
に
実
施
し
た
場
合
、
平
成
18

年
度
は
黒
字
に
転
じ
、
以
降
も
赤
字
額
を
大
幅

に
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
３

年
間
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
七
千
万
円
程
度
の

赤
字
と
な
り
、平
成
21
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

今
の
と
こ
ろ
財
政
状
況
の
好
転
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
よ
り
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

歳

入

歳

出

実施後

財政余力

( 百万円 )

後
施
実

行
現

項 目

町税

使用料・手数料

地方交付税

地方債

国県支出金

その他 

歳入額合計

18年度

２，２７０

４００

２，２９０

３６８

８１３

８５０

６，９９１

19年度

２，６０４

３９９

２，０８０

３００

８３７

６９６

６，９１６

20年度

２，６２４

３９８

２，０５８

３００

８５３

７０４

６，９３７

物件費

扶助費

公債費

その他

歳出額合計 

歳入歳出差引額

１，１５０

１，０７１

９０１

２，３９０

７，０７２

△８１

１，１５０

１，０９８

９０６

２，５０８

７，３１８

△４０２

１，１７０

人件費 １，５６０ １，６５６ １，８２７

１，１２５

９２３

２，４５９

７，５０４

△５６７

18年度

２，３０３

４０７

２，２９０

３６８

８１３

８５０

７，０３１

19年度

２，６５８

４４７

２，０８０

３００

８３７

６９６

７，０１８

20年度

２，６９５

４５１

２，０５８

３００

８５３

７０４

７，０６１

１，０９６

１，０６８

９０１

２，３７５

６，８６５

１６６

１，０８８

１，１１１

９０６

２，５０１

７，１０８

△ ９０

１，１０２

１，４２５ １，５０２ １，５９５

１，１３６

９２３

２，４５２

７，２０８

△１４７

200

0

-200

-400

-600

-800

-1000

- 81

166
400

18年度 19年度 20年度 ３か年合計

-402

-90

-567

-147

-1050

-71

現行

＜グラフ1＞ 今後３年間の財政余力（歳入歳出差引額）の推移

＜表1＞ 今後３年間の財政シミュレーション
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行政改革推進委員会答申
平成 17 年 10 月 25 日に行政改革推進委員会が行っ

た答申の概要は次のとおりです。

行革本部提案に対する意見
①特別職の給与・報酬の見直し
相当額の削減をすべきである。
②職員等出張旅費の見直し
特別職の県外出張日当は、県内出張と同額の 1,000
円とすべきである。
③永年勤続表彰の見直し
表彰状の授与のみとし、記念品の贈呈は廃止すべきで
ある。
④町長専用車の廃止
町民の理解を得るためにも、早急に廃止すべきである。
⑤日蘭中学生交流事業の見直し
歓迎会の廃止など、事業規模を縮小し、経費を削減す
べきである。
⑥各種協議会・審議会の見直し
類似した協議会・審議会は統合する方向で検討すべき
である。
⑦国民健康保険優良健康家庭表彰の見直し
記念品については平成18年度から廃止すべきである。
⑧乳幼児医療対象年齢の引き上げ
適用年齢は近隣市町と同様の５歳までとし、余った財
源を他の少子化対策に活用すべきである。
⑨各種団体への補助金削減
平成 18年度は 10％以上の削減とし、平成 19年度以
降は新しい補助金交付基準により、廃止を含め大胆な
見直しをすべきである。

委員会が提案する改善項目
①耕作が放棄された農地の適正な課税
②随意契約の対象範囲の見直し・縮小
③農業委員会の委員定数見直し
④堀川水利組合の廃止の検討
⑤遠賀・中間地域広域行政事務組合の行財政改革の推進
⑥小中学校の光熱水費など経費の削減

今後検討すべき課題
①吉田ぼた山跡地の早期活用
②ふるさと創生・地産地消の推進
③町有地の売却と地域の活性化
④入札制度の見直し（設計金額のコスト削減）
⑤福祉バス運営の見直し
⑥町内一斉クリーンキャンペーンの充実
⑦民生児童委員選出の透明化

パブリックコメントの結果
昨年、行財政改革緊急行動計画に対するパブリック
コメント（意見募集）を実施しまし
たが、寄せられた意見などは次のと
おりでした。
これらの意見は、行財政改革緊急

行動計画の策定にあたり参考とさせ
ていただきました。ありがとうござ
いました。

●実施期間 平成 17年１0月 11日
～ 25日
●提出者 ４人（項目別件数 13件）
※緊急行動計画以外の内容１件あり。
●応募方法別件数
郵便２件／持参１件／電子メール１件
ファックス０件（合計４件）

行財政改革緊急行動計画

住民説明会のご案内

「水巻町行財政改革緊急行動計画」の概要を広くお
知らせするために、住民説明会を下記の日程で開催
します。是非ご参加ください。

開 催 日 程
【第１回説明会】
●と き ２月 12日（日）午後２時～４時
●ところ 中央公民館大ホール
【第２回説明会】
●と き ２月 14日（火）午後７時～９時
●ところ 猪熊公民館
【第３回説明会】
●と き ２月 15日（水）午後７時～９時
●ところ 南部公民館大ホール
※説明会当日は、広報みずまき２月 10日号をお持
ちください。
●問い合わせ 役場企画係☎ 201-4321

寄せられた意見等

情報公開について

コスモスまつりについて

入札制度見直しについて

町職員給与について

学校給食について

町職員定数について

生活保護について

同和問題・生活保護について

自治会組織について

NPOなどの活用について

老人交通共済について

町民モニタ 制度について

３号線ランプ工事について



平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
の
総
収
入
額

は
、
八
十
三
億
三
百
五
万
円
と
前
年
度
よ

り
も
一
億
四
千
六
百
六
十
万
円
ほ
ど
増
加

し
て
い
ま
す
。

町
の
収
入
は
、
町
税
の
よ
う
に
町
で
確

保
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）

な
ど
、
ほ
か
か
ら
の
収
入
に
よ
る
依
存
財

源
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
自
主
財
源
は
、
三
十
二
億

三
千
六
百
五
十
七
万
円
で
、総
収
入
の
39
％
、

依
存
財
源
は
五
十
億
六
千
六
百
四
十
八
万

円
で
総
収
入
の
61
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
地
方
交
付
税
や
国･

県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
減
少
が
著
し
く
、

平
成
16
年
度
で
は
、
個
人
で
い
え
ば
貯
金

に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
を
二
億
円
取
り

崩
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
般
会
計
の
総
支
出
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
て
一
億
七
千
四
百
十
四
万

円
増
の
八
十
一
億
四
千
七
百
三
十
九
万

円
で
、
一
人
当
た
り
で
換
算
す
る
と

二
十
五
万
六
千
四
百
六
十
五
円
に
な
り
ま

す
。こ

の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
民
生
費
の

二
十
一
億
七
千
五
百
六
十
万
円
、
次
い
で
、

公
債
費
・
教
育
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
決
算
の
傾
向
と
し
て
は
、
少
子
・

高
齢
化
対
策
の
充
実
な
ど
の
た
め
民
生
費

の
増
加
が
大
き
く
、
か
わ
り
に
土
木
費
な

ど
の
投
資
的
な
経
費
が
減
少
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
町
債
の
残
高

は
八
十
二
億
二
千
五
百
三
十
九
万
円
で
、

町
民
一
人
当
た
り
の
額
は
二
十
五
万
八
千

九
百
二
十
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
16
年
度
の
主
な
事
業
は
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
は
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
約
40
％

歳
出
で
は
民
生
費
が
総
支
出
額
の
４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
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年

度
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算
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12

月

議
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で
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定

さ

れ

ま

し

た

特集「平成 16年度決算」

町

の

家

計

簿

税 金 の 使 い 道
決
算
と
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債
な
ど
の
収
入
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
町
の
家
計
簿
で
す
。
今
月
は
皆
さ
ん
と

緒
に
「
町
の
家
計
簿
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【内 訳】
分担金及び負担金、財産収入、
繰入金、繰越金、諸収入

町 税
22億 9,340万円

27.6％

地方交付税
24億 292万円
28.9％

町 債
11億 2,500万円

13.6％

県支出金

そのほか 5 億 9,325万円 7.1％

5億 4,043万円
6.5％

国庫支出金

そのほか
5 億 3,956万円 6.5％

 収 入

4億 488万円
4.9％

【内 訳】
地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交
付金、自動車取得税交付金、交通安全対策
特別交付金、地方特例交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金

収入総額 83億 305万円

使用料及び手数料
4億 361万円4.9％

自主財源

依存財源



民生費
公立保育所費（2億 2,431万

円） 私立保育所措置費（2億

7,052 万円） 放課後児童対策

費（3,775万円） 在宅老人介護

支援センタ 事業など老人福祉

費（1億 5,415万円） 障害者施

設入所支援費・ホ ムヘルプサ

ビスなどの障害者福祉費（4億

1,211万円） 介護保険広域連合

負担金（2億 9,888万円）

教育費
吉田小学校・水巻南中学校電

気幹線分電盤改修工事などの小

中学校の施設整備（3,362万円）

図書館・歴史資料館費（1億

1,884万円） 文化公演・趣味

講座などの公民館費（1億 2,059

万円） 児童少年相談センタ

費（1,110万円） 総合運動公園・

体育施設管理費（6,288万円）

堀川歴史公園法面落石防護対策

費（1,787万円）

総務費
戸籍電算化事業費（5,840万

円）

土木費
道路の新設・改良・維持費（2

億 1,614万円） 県街路事業費

（2,750万円） 多賀山自然公園

整備事業費（6,435万円） 既設

改良住宅改善事業費（5,347 万

円） コスモスまつり（1,165万円）

衛生費
遠賀中間地域広域行政事務組

合負担金〔ごみ・し尿処理施設費〕

（4億 5,257万円）

消防費
遠賀中間地域広域行政事務

組合負担金〔消防施設費〕（3億

4,945万円）

商工費
商工会補助金（775 万円）

チャレンジショップ事業補助金

（300万円） 商工業振興制度融

資資金預託金（3,000万円）

財政状況を分析するための指標を使って、水巻

町と近隣市町を比較してみました。

※中心に近いほど財政状況が悪いといえます。

平 成 16 年 度 の 主 な 事 業

7090

0.5

0.45

0.4

0.35

9

11

13

15

2 4 6 8

①財政力指数

④
起
債
制
限
比
率

③公債費比率

100 80

遠賀町

岡垣町

水巻町

中間市

県平均

芦屋町

①財政力指数 地方公共団体の財政力を示す値です。

財政力指数が「１」に近いほど財源に余裕があると

言えます。

②経常収支比率 町の財政にゆとりがあるかどうかを

判断する値です。80 を超えない程度が望ましいと

されています。この値が大きくなると臨時的に必要

となった経費に対応することが難しくなり、財政が

硬直化しているとされています。

③公債費比率 使い道が定められていない財源（一般

財源）に占める公債費（借入れ金の返済）の割合を

示す比率で、通常 10 を超えないことが望ましいと

されています。

④起債制限比率 財政の健全性を確保するため、町債

の借り入れを制限するための値です。この比率が

20 以上になると町債の借り入れが制限されます。

②
経
常
収
支
比
率
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市町村名

財 政 指 標

財政力指数 経常収支比率 公債費比率

水巻町 0.49 93.9 11.3 4.4

芦屋町 0.38 106.5 12.8 6.2

岡垣町 0.52 83.1 8.3 5.5

遠賀町 0.59 91.3 13.5 5.3

中間市 0.42 99.4 17.1 7.2

県平均 0.44 94.8 14.8 8.6

① ② ③
起債制限比率
④

知 って い ま す か
水 巻 町 の 財 政 状 況

総務費
9 億 8,541万円
12.1％

教育費
11億 3,319万円

13.9％ 

公債費
13 億 3,501万円

16.4％

民生費
21億 7,560万円

26.7％
衛生費

8 億 6,548万円 10.6％

そのほか 4億 5,146万円 5.6％

土木費
8 億 2,324万円10.1％

支出総額 81億4,739万円

支 出

【内 訳】
労働費
議会費
商工費
農林水産業費
災害復旧費

1億 8,248万円
1億 5,143万円
5,910万円
5,841万円
4万円消防費

3億 7,800万円
4.6％



一
般
会
計
は
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳

出
決
算
額
を
単
純
に
差
し
引
き
し
た
形
式

収
支
で
は
一
億
五
千
五
百
六
十
六
万
八
千

円
の
黒
字
決
算
で
あ
る
が
、
単
年
度
収
支

に
基
金
積
立
額
を
加
え
基
金
取
り
崩
し
額

を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
で
は

二
億
二
千
六
百
二
十
一
万
千
円
の
赤
字
決

算
で
あ
る
。

歳
入
は
、
町
税
、
地
方
譲
与
税
は
増
加

で
あ
る
が
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支

出
金
は
減
収
で
、
歳
入
が
不
足
の
た
め
財

政
調
整
基
金
よ
り
二
億
円
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

歳
出
は
、
義
務
的
お
よ
び
経
常
的
経
費

が 

減
税
補
填
債
の
借
り
換
え
な
ど
に
よ

り
増
加
で
、
投
資
的
経
費
は
減
少
で
あ
る
。

次
に
、
特
別
会
計
で
あ
る
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
形
式
収
支

で
は
八
百
七
十
万
三
千
円
の
黒
字
決

算
で
あ
る
が
、
実
質
単
年
度
収
支
で
は 

八
千
二
百
六
十
三
万
千
円
の
赤
字
決
算

に
な
る
。
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
は 

三
千
九
百
十
七
万
六
千
円
の
赤
字
決
算
で

あ
る
。
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
医
療

費
の
増
加
が
お
も
な
理
由
で
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
は
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
る
の

で
、
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
徴
収
率

の
向
上
や
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
、
特
段
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

地
方
財
政
を
取
り
ま
く
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
早
急
に
行
財
政
の

抜
本
的
改
革
を
実
行
し
、
中
長
期
的
展

望
に
た
っ
て
財
政
の
健
全
化
の
確
保
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

長
期
展
望
に
立
っ
た
財
政
運
営
を

監

査

委

員

の

意

見

野
見
山
英
治 

監
査
委
員

樫
山
熊
市 

監
査
委
員

町には 般会計のほかに４つの特別会計と、水道事業のための公営企業会計があり、

どの会計も私たちの暮らしを支えるのに役立っています。

これらの会計は、全町民を対象とした 般会計と違い、使い道の決まったお金で、決

まった事業を行うためのものです。

自営業の人や退職者の医療費をまかなうための会計です。

主な収入は加入者が納めた保険税と国庫支出金です。支

出は保険給付費と老人保健への拠出金が大部分を占めてい

て、全体の 90.7％となっています。

●対 象 6,283 世帯／ 11,910 人

●一人当たりの医療費 225,045 円

国民健康保険事業

収 入 ▼ 29 億 8,063 万円

支 出 ▼ 29 億 7,193 万円

71 歳以上のお年寄りの医療費の給付などを行う会計です。
主な収入は支払基金交付金と国庫支出金です。支出は前

年度に比べて約 2,263 万円減っています。そのほとんどを

医療費の給付が占めています。

●対 象 3,817 人

●一人当たりの医療費 856,406 円

老人保健事業

収 入 ▼ 32 億 5,933 万円

支 出 ▼ 32 億 9,851 万円

水巻町、中間市、遠賀町、鞍手町を対象とした「遠賀川

下流流域下水道事業」の整備や高松下水処理場の維持管理

などを行うための会計です。

主な収入は使用料と国庫支出金、町債で合わせて全体の

73.2％を占めています。また、主な支出は建設費で全体の

70.2％が使われています。

公共下水道事業

収 入 ▼ 10 億 5,718 万円

支 出 ▼ 10 億 3,128 万円

サニ ニュ タウン、中央区、高尾団地、宮尾台、緑ヶ丘、

のぞみ野の６つの団地には家庭からの汚水処理を行う処理

施設が設置されています。その施設の維持管理を行うため

の会計です。

収入は下水道使用料が主で、支出は下水処理場の管理運

営費に使われています。

地域下水道事業

収 入 ▼ 5,190 万円

支 出 ▼ 4,529 万円

収益的収支の主な収入は、給水使用料で、主な支出は北

九州市・中間市から購入している浄水の代金の原水購入費

です。資本的収支の主な支出は、建設改良工事費で老朽化

した水道管などの改良工事を行っています。不足分は、消

費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定

留保資金および利益剰余金処分額で補てんしました。

水道事業 収益的収入 ▼６億 9,552 万円

収益的支出 ▼６億 6,876 万円

資本的収入 ▼ 6,137 万円

資本的支出 ▼１億 6,483 万円

特別会計・企業会計
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帳
印
も
必
要
で
す
）

今
ま
で
若
松
税
務
署
で
行
っ
て
い

た
申
告
の
受
け
付
け
は
、
ベ
イ
サ
イ

ド
プ
ラ
ザ
若
松
特
設
会
場
で
行
い
ま

す
。
役
場
で
の
申
告
は
今
ま
で
ど
お

り
行
い
ま
す
。

●
申
告
期
限

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

※
２
月
19
日
（
日
）
と
26
日
（
日
）

は
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
と
こ
ろ

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
若

松
３
階
（
若
松
区
本
町
）

●
問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
☎

７
６
１
局
２
５
３
６
番

期
間
中
は
納
税
相
談
も
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
納
税
係

納
税
相
談

の
申
告
が

始
ま
り
ま
し
た

●
対

象

①
事
業
所
得
が
あ
る
人
（
自
営
業
、

農
業
、
大
工
、
外
交
員
の
人
な
ど
）

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

②
公
的
年
金
や
恩
給
な
ど
の
受
給
者

で
追
加
控
除
の
あ
る
人

③
給
与
所
得
者
の
う
ち
、
給
与
以
外

に
不
動
産
、
年
金
な
ど
の
所
得
の

あ
る
人
／
退
職
な
ど
で
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
人
／
会
社
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
届
か

な
い
人

④
生
命
保
険
の
満
期
金
な
ど
一
時
所

得
の
あ
る
人

⑤
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
（
所
得
の
な
い
人
、
遺
族
年
金
・

障
害
者
年
金
の
み
受
給
し
て
い
る

人
も
申
告
が
必
要
で
す
）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
住

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
に
必
要
な
書
類

①
平
成
17
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
書

類
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
／

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
／
報

酬
、
謝
礼
な
ど
の
支
払
い
調
書
／

収
入
、
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
／
保

険
の
満
期
な
ど
一
時
所
得
の
支
払

調
書
／
個
人
年
金
の
支
払
調
書
）

②
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

（
領
収
書
で
も
可
）

③
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
証
明
書

（
役
場
納
税
係
で
交
付
）

④
そ
の
ほ
か
の
健
康
保
険
料
（
社
会

保
険
任
意
継
続
、
建
設
国
保
な
ど
）

の
領
収
書

⑤
損
害
保
険
、
生
命
保
険
な
ど
の
支

払
証
明
書

⑥
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
（
本
人

ま
た
は
被
扶
養
者
が
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
）

⑦
印
鑑

⑧
本
人
名
義
の
通
帳
の
口
座
番
号

（
所
得
税
を
納
付
す
る
場
合
は
通

住
民
税
・
国
保
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

住
民
税
（
町
県
民
税
）、
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

申
告
期
限
は
３
月
15
日
で
す
。
住
民

税
の
申
告
書
は
原
則
と
し
て
１
月
１

日
現
在
で
住
所
が
あ
る
市
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
役
場
住
民
税
係

☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番
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2 月 Feb.

3 月 Mar.

時 間

場 所

申告の日程

午前９時～午後４時

役場 101会議室

●公的年金のみの申告（65歳以上）
10 日（金）頃末北、高尾、緑ヶ丘、

中央
13 日（月）下二東、下二西、二東、

二西
14 日（火）梅ノ木団地、美吉野、

立屋敷
15 日（水）猪熊、朳、古賀、樋口、

樋口東、
16 日（木）吉田東、吉田西、吉

田南、吉田団地
17 日（金）高松、伊左座、鯉口、

宮尾台
20 日（月）おかの台、頃末南
●上記以外の申告
21 日（火）伊左座
22 日（水）梅ノ木団地
23 日（木）緑ヶ丘、鯉口、美吉野
24 日（金）住宅借入金（取得）還

付申告
27日（月）住宅借入金（取得）還付

申告と譲渡所得の申告
28日（火）高松
※土地や株式の譲渡所得の申告は２7
日（月）以外、役場では受け付けで
きません。

２日（木）二東、二西
３日（金）おかの台、中央、樋口、

樋口東
６日（月）吉田西、高尾
７日（火）下二東、下二西、古賀
８日（水）頃末北、吉田南
９日（木）吉田東、宮尾台
10 日（金）吉田団地
13 日（月）頃末南、朳
14 日（火）立屋敷、猪熊１丁目

～６丁目
15 日（水）猪熊７丁目～ 10丁目
※３月１日（水）は申告の受け付けはで
きません。
※農業所得のある人も、お住まいの地
区の指定日に申告してください。



１月８日、水巻南中学校のグラウンドで遠賀郡消
防合同出初式が行われ、ポンプ車操法などが披露
されました。また、表彰式では次の団員のみなさん
が表彰されました。
●消防庁長官表彰▷永年勤続功労章＝羽地遺和夫、
德永彌太郎●日本消防協会定例表彰▷精績章＝羽
地遺和夫▷勤続章＝清水寛●福岡県知事感謝状＝
神田保彦、宮﨑雄介、岡田專一●福岡県消防協会
永年勤続表彰▷永年勤続＝坂口健治 (35 年）、垣内
耕一郎、香月数則（25 年）、香月昌美、友永敏彦、
松井良伸、冨松厚嗣、新谷博忠 (10 年）▷優良団
員＝内藤博幸、石橋幸典、天久保秀雄、大上貴士
▽兄弟団員章＝嵜川広之、嵜川良次●福岡県民火
災共済組合理事表彰▷分団表彰＝第４分団▷個人
表彰＝神田保彦●消防協会遠賀支部長・団長表彰
▷消防協会遠賀支部長表彰＝坪井和彦、中田進▷
消防団長表彰＝大上貴士、戸谷陽文、平塚大輔、
梶山修二、森田公一

１月 11 日、社会福祉協議会主催のフラダンス教室がい
きいきほーるで行われました。この講座は体を動かすこと
の楽しさを感じてもらい、介護予防や寝たきり予防にもつ
なげてもらおうと行われているもので、この日は 13 人の
皆さんが参加しました。
「フラダンスは体重移動が大切です。腰を振って踊るん
じゃなくて左右の体重移動で踊ります」と講師の木村ひろ
みさん。フラダンス特有の腰の動きや手の動き、足の動き
などに「手は出す、足は引っ込めるとか手と足を別々に動
かすのが分からなくて、もうバラバラです」など、皆さん
悪戦苦闘。それでも講座も後半に入るころには「月の夜は」
の曲に合わせて楽しそうに踊り、２月１日の最終日に行う
発表会に向けて一生懸命練習をしていました。
参加した皆さん、発表会では楽しく踊れましたか。

あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

今
年
も
活
躍
し
ま
す

遠
賀
郡
消
防
合
同
出
初
式

体重移動が大切です
社会福祉協議会フラダンス教室
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伊左座剣道スポーツ少年団が、12月 31日の
深夜から今年の元旦にかけて、伊左座小学校体
育館で年越し稽

げ い こ

古を行ないました。
団員たちは、OBたちといっしょに打ち込み

や切り返しなどで汗を流しました。１日午前零
時になると練習を中断し、新年のあいさつを交
わしたあと、再び練習開始。稽古の後は保護者
の皆さんが温かいソバを用意してくれました。
この年越し稽古は 20 年以上も続く伝統の行事
です。しかし、少子化の影響などによる団員不
足で解散の危機にあり、今回の年越し稽古が最
後になるかもしれないとのこと。指導者や保護
者からは「なんとか団員を募って存続させたい」
との声が聞かれました。

入魂の一振り
伊左座剣道スポーツ少年団年越し稽古



夢を持って頑張ろう
柴原選手少年野球教室
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12 月 26日から 28日までの３日間、福岡ソフトバンクホー
クスの柴原洋選手による少年野球教室が行われました。去年に
引き続いて２回となる今回は、柴原選手の「子どもたちともっ
と身近にふれあい、野球の面白さを伝えていきたい」との希望
で、各スポーツ少年団が練習しているグラウンドに出向き行わ
れました。
子どもたちは現役のプロ野球選手に自分のプレイを見てもら
えるとあって、ノックやベースラン、フリーバッティングも一
生懸命。「オッケー、ナイスプレイ」や「おいおい、がんばろーぜ」
など柴原選手も子どもたちにげきを飛ばしていました。
練習の最後に行われた柴原選手への質問では「年俸はいくら
ですか」など、子どもらしい質問も飛び出し、柴原選手が苦笑
いする場面もありました。
プロ野球選手を身近に感じることができた子どもたち。柴原
選手の言った「目標をしっかりと持って頑張ろう。頑張れば夢
はかなうよ」との言葉は、きっと心に響いたことでしょう。

「水巻のむかーしむかし」展

１月 17 日から歴史資料館で「水巻の
むかーしむかし」展が開催されています。
水巻の地名の由来や民話・伝説を紹介

したパネル、古文書、神社の棟札、絵図
などを 50 点ほど展示しています。３月
19日まで開催されていますのでぜひご覧
ください。

中学生人権作文コンテスト福岡県大会
で、御手洗朝野さん（水巻中３年）が最
優秀賞、福原志織さん（水巻中３年）が
奨励賞を受賞しました。
また、水巻中学校には人権意識の高揚

のために尽力した協力校として法務省か
ら感謝状が送られました。
御手洗さんと福原さんの作品は次のペ

ージに掲載しています。

人権作文が表彰されました

貴舩神 社どんど焼き

１月９日、貴舩神社でどんど焼きがあり
ました。地元のみなさんが本殿横に準備
された火の中に次々としめ縄やお札を入
れ、一年の無病息災を祈りました。

あ！見えた。
商工会の初日会

元旦の早朝、明神ケ辻山の展望台で、恒例の商工会の初日会
がありました。今年は晴天に恵まれ、帆柱山から福智山に連な
る山の稜

りょうせん

線から見事な初日が顔を出すと大きな歓声が沸き起こ
りました。

福原さん 矢野校長 御手洗さん



人
は
だ
れ
も
が
、
自
分
の
存
在
を
大
切
に
さ
れ
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
，
他
人
の
存
在
を
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
認
め
合

い
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
・
福
岡
県
大

会
。
水
巻
町
の
中
学
生
た
ち
も
一
所
懸
命
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
で
、
特
に
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
二
人
の
生
徒
の
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
奨
励
賞

空
を
見
上
げ
て

水
巻
町
立
水
巻
中
学
校

三
年

福
原

志
織

今
、
私
が
こ
う
し
て
平
和
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
時
に
、
世
界
中
の
一

体
何
人
の
罪
の
な
い
人
が
差
別
や
戦
争
、
貧
し
い
暮
ら
し
に
苦
し
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
。
人
権
学
習
で
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
に
つ
れ
、
そ
の
思
い
は
深
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

人
は
皆
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
当
然
な
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
、
自
由
や
平
等
な
ど
の
権
利
「
人
権
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
に

は
様
々
な
境
遇
に
た
た
さ
れ
て
い
る
人
が
い
て
、
持
っ
て
い
る
は
ず
の
人
権

が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
例
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
に
知

ら
れ
て
い
な
い
所
に
も
「
差
別
」
は
存
在
し
、
心
も
体
も
傷
つ
け
ら
れ
て
い

る
人
が
今
も
い
ま
す
。
私
達
の
よ
う
な
中
学
生
に
と
っ
て
も
身
近
で
あ
る
「
い

じ
め
」
も
、
立
派
な
人
権
侵
害
行
為
で
す
。

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
私
は
「
こ
ん
な
こ
と
は
お

か
し
い
。
誰
か
が
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
結
局
立
ち
上
が
る
「
誰
か
」
に
な

れ
な
い
ま
ま
事
を
終
わ
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
と
き
私
は
、
１
円
や
５
円
な
ど
の
小
銭
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
募
金
箱
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
時
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
。立
ち
上
が
る「
誰

か
」
に
な
れ
な
く
て
も
、
そ
の
「
誰
か
」
を
支
え
る
こ
と
な
ら
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
、
実
行
す
れ
ば
手
助
け
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
。

私
が
見
つ
け
た
募
金
箱
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
商
品
を
買
っ
た
人
の
中
に
、
お
つ
り
と
し
て
も
ら
っ

た
小
銭
を
入
れ
た
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
財
布
か
ら
小

銭
を
出
し
て
入
れ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
を
経
験
し
て
か
ら
、
私
は
、
貧
し
い
国
々
へ
の
支
援
の

募
金
を
は
じ
め
ま
し
た
。
少
な
い
金
額
で
も
、
募
金
箱
を
見
つ
け
る
た
び
お

金
を
入
れ
る
こ
と
で
、
回
数
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
に
あ
っ
た
地
域
、
国
の
人
々
へ
、
服
な
ど
役
に
立
ち
そ
う
な

物
を
送
り
、
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
本
や
新
聞
等
に
「
人
権
」
に
関
す
る
文
章
が
あ
っ
た
ら
読
む

な
ど
、「
人
権
」
へ
の
理
解
が
少
し
で
も
深
ま
る
よ
う
に
、
と
い
う
思
い
で
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
れ

る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、「
人
権
」
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
、
私
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
も
考
え
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
は
人
に
優
し
く

接
す
る
よ
う
心
が
け
、
悲
し
ん
で
い
る
人
が
い
な
い
か
よ
く
周
り
を
見
わ
た

す
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、人
の
こ
と
を
気
に
か
け
、

見
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
不
思
議
な
こ
と
に
自
分
の
こ
と
も
少
し
ず
つ
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
人
が
人
を
思
い
や

る
こ
と
で
自
分
を
知
り
、
ま
た
人
を
大
切
に
し
た
く
な
る
…
そ
ん
な
優
し
い

気
持
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
心
に
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
心
に
生
ま

れ
て
く
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
人
を
認
め
る
こ
と
で
自
分
が
認
め
ら

れ
る
、
ま
た
、
自
分
を
認
め
る
こ
と
で
人
を
認
め
た
く
な
る
、
そ
ん
な
す
ば

ら
し
い
循
環
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
も
っ
と
「
人
権
」
が

保
障
さ
れ
た
平
等
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

人
一
人
の
力
は
と
て
も
小
さ
い
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
少
し
ず
つ
で

も
力
を
出
し
合
い
、
協
力
す
れ
ば
、
世
界
か
ら
「
人
権
問
題
」
が
な
く
な
る

日
も
夢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
そ
の
日
が
お
と
ず
れ
る
よ

う
に
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

い
つ
か
世
界
中
の
「
差
別
」
が
な
く
な
り
、「
戦
争
」
が
な
く
な
り
、「
貧

富
の
差
」
が
少
し
で
も
な
く
な
る
こ
と
が
、
今
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
願
い

で
あ
り
、
私
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
願
い
が
世
界
中
の
人
の

願
い
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ふ
と
空
を
見
上
げ
た
時
、
こ
の
空
の
下
に
生

ま
れ
て
き
た
人
と
は
皆
「
平
等
」
で
あ
る
と
、
全
て
の
人
が
思
え
る
よ
う
な

優
し
い
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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特集「全国中学生人権作文コンテスト・福岡県大会」

人 権 作 文 の 紹 介
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「
朝
野
、
血
圧
を
は
か
っ
て
く
れ
ん
か
。」

は
じ
め
は
、
快
く
引
き
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
血
圧
を
は
か
り
終
わ
っ
て

勉
強
を
再
開
す
る
と
、
間
も
な
く
次
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
朝
野
、
す
ま
ん
が
尿
器
と
っ
て
く
れ
。」

私
は
「
そ
の
く
ら
い
自
分
で
し
て
よ
‼
」
と
言
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
仕
方
な
く
腰
を
上
げ
ま
し
た
。
父
に
尿
器
を
渡
し
、
勉
強

再
開
‼
と
腰
を
お
ろ
す
と
一
分
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
次
の
声
が
…
。
さ
す

が
に
う
ん
ざ
り
し
た
私
は
、
と
う
と
う
口
答
え
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
も
う
い
い
加
減
に
し
て
よ
‼
う
ち
だ
っ
て
す
る
事
が
あ
る
ん
や
け
、
立
て

続
け
に
お
父
さ
ん
の
面
倒
み
れ
ん
の
よ
‼
前
か
ら
思
っ
と
っ
た
ん
や
け
ど
、

お
父
さ
ん
は
人
に
頼
り
す
ぎ
‼
ち
ょ
っ
と
は
努
力
し
た
ら
‼
す
ご
い
迷
惑
‼
」

そ
う
言
い
放
っ
て
、父
の
部
屋
を
出
て
行
き
ま
し
た
。
自
分
の
部
屋
に
戻
り
、

た
め
息
を
つ
い
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
ま
た
父
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
さ
っ
き
と
は
違
っ
た
様
子
で
し
た
。

私
は
そ
の
ま
ま
動
か
ず
に
、
息
を
ひ
そ
め
て
父
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
父
は
、
か
す
れ
た
声
で
私
に
「
ご
め
ん
な
。」
と
言

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
父
は
全
く
私
を
呼
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
少

し
心
配
に
な
っ
て
、
父
の
部
屋
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。
父
は
下
を
向
い
て

い
ま
し
た
。
泣
い
て
い
た
の
で
す
。
怒
っ
て
い
た
は
ず
の
私
も
、
そ
ん
な
父

の
姿
を
見
て
次
第
に
反
省
の
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
を
言
っ

て
し
ま
っ
た
な
。
謝
ら
な
い
と
。
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、私
に
気
付
い
た
父
は
、

ま
た
こ
う
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
な
。」

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
つ
い
に
私
も
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二

人
で
「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
。」
と
泣
き
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
父
は
よ
く
「
あ
の
時
、
死
ん
で
た
ら
…
」
と
言
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
が
言
わ
せ
て
い
る
ん
だ
、と
思
う
と
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
は
父
を
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、
毎
日
思
い
や

り
の
心
で
父
に
接
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
日
々
の
中
で
も
、
父
が
普
通
じ
ゃ
な
い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ「
普
通
」よ
り
上
の
存
在
で
す
。
ど
ん
な
姿
で
あ
っ
て
も
、

私
の
お
父
さ
ん
で
す
。

父
さ
ん
。

い
つ
も
隣
に
い
る
よ
。

一
緒
に
歩
い
て
行
こ
う
ね
。

●
最
優
秀
賞

一
緒
に
歩
い
て
行
こ
う
ね

水
巻
町
立
水
巻
中
学
校

三
年

御
手
洗

朝
野

私
の
父
は
、
世
間
一
般
で
言
わ
れ
る
「
障
害
者
」
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
親

戚
に
会
う
と
だ
い
た
い
の
人
に
こ
う
言
わ
れ
ま
す
。

「
お
と
う
さ
ん
普
通
に
出
来
な
く
て
大
変
で
し
ょ
う
。
助
け
て
あ
げ
て
ね
！
」

そ
れ
か
ら
私
は
「
普
通
」
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
と
は
「
特
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

ま
す
。

何
を
基
準
に
言
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
少
し
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
同
じ
人
間

な
ん
て
一
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
優
し
い
人
や
怒
り
っ
ぽ
い
人
。
背
の
高
い

人
や
低
い
人
。「
普
通
」
の
基
準
は
自
分
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

左
半
身
の
動
か
な
い
父
を
「
普
通
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
て
泣
か
せ
な
い
で
ほ

し
い
。

で
も
、
父
を
一
番
最
初
に
泣
か
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私
で
し
た
。

父
は
、
つ
い
一
年
ほ
ど
前
に
突
然
「
障
害
者
」
に
な
り
ま
し
た
。
脳
梗
塞

か
ら
く
る
半
身
不
随
。
左
半
身
の
自
由
が
き
か
な
く
な
り
、
車
椅
子
が
父
の

足
に
な
り
ま
し
た
。

父
が
運
ば
れ
た
時
、
何
故
か
私
だ
け
会
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
私
が
父
に
会
え
た
の
は
運
ば
れ
た
日
か
ら
三
週
間
ほ
ど
た
っ
て
か

た
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
見
た
父
の
姿
。
私
は
車
椅
子
に
乗
っ
た
父
の
姿
を

見
て
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
父
は
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え
、
よ
う
や
く
退
院
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
退
院
で
き
た
と
い
っ
て
も
、
左
半
身
が
動
か
な
い
の
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
一
人
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い
の
で
す
。
な
の
で
、「
私
が
助
け
て
や

ら
ん
と
…
」
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
そ
の
思
い
は
徐
々
に
う
す
れ
て
い
き
、

父
の
面
倒
は
だ
ん
だ
ん
い
い
加
減
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
日
の
事
で
す
。
私
が
め
ず
ら
し
く
勉
強
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
の

様
に
隣
の
部
屋
か
ら
父
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

み ず ま き ま ち の
特集「全国中学生人権作文コンテスト・福岡県大会」



16◉ 広報みずまき 2006.2.10

地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
、
広
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
役
場
広
報
広
聴
係

☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番
へ

読者の皆さんが
つくるページです

ペット紹介コーナー 64

●名 前
チビ
●性 別
メス
●年 齢
13 歳
●種 類
雑種

遠賀川の堤防でダンボールに入れられ
て捨てられていました。ダンボール大好
き、電車の音大好きです。玄関の網戸や
部屋の引き戸は簡単に開けて出入りしま
す。でも閉めることは出来ません。いつ
までも元気でね。 （立屋敷 土井久司）

おいしいおかずvol.6
5 本当は教えたくない

レ
シ
ピ

料理一口メモ

①れんこんと長芋は合わせ混ぜ、
２cmに切った春菊と aを加え
混ぜ合わせる。
②フライパンに油を薄く引いて熱
し、①を直径４cmほどの円に
広げて両面をこんがりと焼く
（計６枚）。混ぜ合わせた bを
好みでつけていただく。

れんこんに含まれる独特の粘り
（ムチン）は粘膜を保護して損傷
を防ぐ働きがあります。体を温め、
かぜの予防にも効果的です。
１人分101キロカロリー 塩分1.7グラム

れんこん（すりおろす） １00g
長芋（すりおろす） １00g
春菊の葉 1本分
 小麦粉 小さじ 4
 塩 少量
サラダ油 小さじ½
 酢・しょうゆ・ごま油
 各適量

れんこんのチヂミ風
作り方

材料・２人分

a

今年も力作がそろっています！

福岡県小学校児童
画 展 入 賞 者 発 表
平成17年度筑豊地区福岡県小学校児童画展が開かれ、今年も町内で多くの
児童が優秀な成績を修めました。各賞は次のとおりです。

【特 選】
●絵 画
三島正札（朳小１年） 石井優希（伊左座小１年）
濱田周哉（朳小２年） 中畑友里（朳小５年）
瀬戸智寛（朳小５年） 山田 雛（吉田小６年）
信岡彩香（吉田小６年）吉福広菜（伊左座小６年）
●版 画
寺澤祐樹（頃末小４年）

【入 選】
水巻町内の５つの小学校で、78人の児童が入選しました。ほかにも多く

の児童が佳作などに入賞しています。

特選・入選の作品を展示します
世界にたった１つだけしかない子ど

もたちの作品を見に来ませんか。
●と き ２月14日（火）～18日（土）
●ところ 中央公民館
●問い合わせ 役場学校教育係☎ 201-4321

b
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①八幡西区 ②水巻町 ③岡垣町 ④芦屋町

広報
クイズ

●この写真の場所はどこにあるの●

答え    ③若松区
●応募総数 17
●正解総数 17

当選者〈敬称略〉 北九州市若松区の響灘にある風
力発電用風車。現在、10 基の
風車が稼働し発電しています。年
間の発電量は約3,500万 kwhと
想定され、これは約10,000 世
帯分の年間使用電気量に相当し
ます。近くで見ると迫力満点です。

1 月10日号の答えと当選者

○ハガキにクイズの答えと住所、氏名、年齢を書い
て２月24日までに〒807-8501（住所不要）水
巻町役場広報広聴係へ送ってください。
☆正解者の中から抽選で３人に500円分の図書
券をプレゼントします。

▶吉田保美（梅ノ木団地東）

▶中山 恵（ 二 ）
▶岡 栄子（ 朳 ）

歌
の
大
好
き
な
あ
な
た
。
私
た
ち

と
一
緒
に
、
童
謡
な
ど
を
思
い
っ
き

り
大
き
な
声
で
、
楽
し
く
歌
い
ま
せ

ん
か
。
毎
週
、
中
央
公
民
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

た
だ
今
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集
中
で

す
。
ま
ず
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
と

き

毎
週
月
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時

●
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

●
費

用

月
三
千
円

●
問
い
合
わ
せ

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う

ラ
ル
ゴ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ー
ク
ル

Sports●Digest人にがんばった
●１月15日●武道館●参加者 37人

▶中学生の部【男子】①小田貴美旺②東聡志【女子】
①中村千紘②山下実咲▶一般の部【３段以下】①河
野真人②佐藤正典【４段】①熊谷寿洋②井上伸一郎
【５段】①山内広道②守田吾一【６・７段】①坂尾
謙三②野上俊文

水巻町剣道選手権大会

ボランティアグループ「ふきのとう」10周年記念行事

心にひびくお話しと太鼓
●と き ３月 26日（日）午後１時 30分
●ところ 中央公民館
●内 容 全盲の竹内昌彦さんの講演会・
雲仙コロニー瑞

ず い ほ う だ い こ

宝太鼓の太鼓演奏
●費 用 500 円
●問い合わせ 藤掛☎ 201-5268

迷子犬を探しています
去年の１0月から子犬が行方不明になりました。母犬

が心配しています。見かけた人がいましたらご連絡くだ
さい。
●特 徴 柴犬のような雑種・体は黒色で足元は白・メ
ス・１歳くらい・青色の首輪をしている
●連絡先 甲斐☎ 201-5951・福富☎ 601-6709

「
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
か

ら
高
齢
者
な

ど
を
守
り
た

い
」「
消
費
者

の
皆
さ
ん
か

ら
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る

事
業
者
で
あ
り
た
い
」
そ
ん
な
思
い

を
込
め
て
、
水
巻
町
商
工
会
工
業
部

会
で
は
「
お
住
ま
い
な
ん
で
も
お
ま

か
せ
隊
」
を
始
め
ま
し
た
。

小
さ
な
修
理
か
ら
大
き
な
工
事
ま

で
、
お
気
軽
に
商
工
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
内

容

建
築
、
増
改
築
・
修
理
、

介
護
改
修
工
事
、
ふ
す
ま
・
障
子

の
張
替
え
、
板
金
工
事
、
木
製
建

具
、
家
屋
解
体
、
外
壁
の
塗
り
替

え
、
電
気
工
事
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

水
巻
町
商
工
会
☎

２
０
１
局
７
５
５
１
番

出
演
者
募
集
中
で
す

▽
頑
張
っ
て
ま
す
！

毎
月
10
日
号
の
裏
表
紙
に
あ
る

コ
ー
ナ
ー
。
町
内
で
働
い
て
い
る

若
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
の
お
仕
事
中
の
あ
な
た
、

店
長
さ
ん
、
社
長
さ
ん
、
今
す
ぐ

広
報
広
聴
係
へ
お
電
話
を
。

商
工
会
の
お
住
ま
い

な
ん
で
も
お
ま
か
せ
隊
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成
人
健
診
の
結
果

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

健康づくりシリーズ 225

ム
と
は
内
臓
脂
肪
症
候
群
で
内

臓
肥
満
が
あ
っ
て
「
高
脂
血
症

（
脂
質
異
常
）」「
高
血
圧
」「
糖

尿
病
」
の
う
ち
、
軽
度
で
も
肥

満
を
含
む
３
つ
以
上
を
あ
わ
せ

持
つ
状
態
を
い
い
ま
す
。

極
端
に
検
査
結
果
が
悪
く

な
く
て
も
、
わ
ず
か
な
異
常
が

重
な
っ
た
状
態
は
動
脈
硬
化

を
数
十
倍
促
進
し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
個
数
が
多

い
ほ
ど
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。（
単
位
省
略
）

▽
ヘ
ソ
の
高
さ
の
胴
囲
が
、
男

性
で
85
セ
ン
チ
以
上
、
女

性
で
90
セ
ン
チ
以
上

▽
血

圧

最
高
血
圧
130
以

上
、
最
低
血
圧
85
以
上

▽
血
糖
値

空
腹
時
の
血
糖

値
が
110
以
上

▽
血
清
脂
質

中
性
脂
肪
値

150
以
上
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
40
未
満

受
診
率
の
推
移

平
成
17
年
度
の
受
診
率
は

22
・
５
％
で
、
平
成
13
年
度

よ
り
１・６
％
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
集
団
健
診
で
は
な

く
、
個
別
に
医
療
機
関
で
受
け

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

▽
平
成
13
年
度

20
・
９
％

▽
平
成
15
年
度

20
・
１
％

▽
平
成
17
年
度

22
・
５
％

若
い
層
の
受
診
が
年
々
減
少

全
体
で
見
れ
ば
受
診
率
は

微
増
し
て
い
ま
す
が
、
40
歳
か

ら
59
歳
ま
で
の
若
い
人
の
受

診
状
況
を
見
る
と
平
成
13
年

度
よ
り
も
225
人
減
少
し
て
い

ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
元
気
」
と
自
分

の
健
康
を
過
信
す
る
の
は
危

険
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
早
い

時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

若
い
時
期
か
ら
定
期
的
に
健

診
を
受
け
健
康
へ
の
関
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

若
い
人
に
も
増
え
て
い
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

結
果
判
定
を
み
る
と
40
歳

代
で
は
要
医
療
、50
歳
代
で
は
、

要
指
導
、
要
医
療
が
増
え
、
肥

満
や
高
血
糖
、
高
脂
肪
の
人
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
ほ
ー
る
健
康
推
進
係
☎
２
０
２
局
３
２
１
２
番

平成18 年４月から麻しん・風しんの予防接種方法が変
わります。現在、麻しん・風しんそれぞれ単独で接種して
いるものが混合接種となり、対象年齢も大きく変わります。
再度、母子手帳を見直して、接種していない子どもさん

は、制度が変わる前のこの機会に是非受けてください。
ほかの定期の予防接種についても接種できます。事前

に医療機関にお問い合せください。

●診療時間外で接種可能な医療機関

●問い合わせ いきいきほーる健康推進係☎ 202-3212

平
成
17
年
度
の
健
診
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
成
人
健
診
は
基
本
的
に
40
歳
以
上
の
成
人
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
17
年
度
は
、
一
万
千
七
百
二
十
四
人
の
対
象
者
の
う
ち
、
集
団
健
診
、

個
別
健
診
あ
わ
せ
て
二
千
六
百
四
十
一
人
の
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

麻 し ん・ 風 し ん の
予防接種を受けましょう

平成18年度から65
歳以上の健診は全員
集団検診になります。
詳しくは4月10日号
でお知らせします。

内
臓
肥
満
に
ご
注
意
！

異常なし 要指導 要医療 異常なし 要指導 要医療

（人）
300
250
200
150
100
50
0

50歳～59歳40歳～49歳

●職種・定員 保健師 若干名
●対 象
▷保健師免許を持っている人
（取得見込み含
む）
▷昭和 26 年４月
２日以降に生ま
れた人
▷普通自動車の運
転とパソコンができる
こと。
●雇用期間 １年間（必要に応じて更新）
●申し込み ２月28日（火）までに履歴書を
役場人事係に提出してください
●面接試験
３月３日（金）午後１時 30 分（予定）
●問い合わせ
いきいきほーる健康推進係☎ 202-3212

臨時嘱託保健師
を募集します

医療機関名 3月4日（土）
午 後

3月5日（日）
午 前

葉医院（中間市） × ○
川渕医院（遠賀町） ○ ×
健愛記念病院（遠賀町） ○ ×
つだ小児科医院（水巻町） ○ ×
遠賀中間医師会病院（岡垣町） ○ ×
高陽診療所（岡垣町） ○ ×
くわのキッズクリニック（岡垣町） ○ ○
田中ひろし小児科医院（岡垣町） ○ ○

平成13年度

平成17年度

子ども予防接種週間 ３月１日 水 ～７日 火
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口座振替なら一度手続きをするだけで、預（貯）金口座
から自動的に保険料が引き落としされるので、安心で便利
です。各月の保険料の引き落としは、翌月または当月の末
日になります。

●口座振替ができるところ
全国の銀行、郵便局、農協、漁協、信用組合、信用金庫、
労働金庫
●手続きに必要なもの
▷国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書
▷預（貯）金通帳および預（貯）金通帳届出印
▷年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書など）
●毎月納付の場合当月末振替にするとお得です。
保険料の引き落としは、翌月または当月の末日を選べま
すが、当月末振替にすると早割制度が適用され毎月４０
円割引になります。
●「１年前納」「６か月前納」だと、さらにお得です
▷１年前納（４月末振替）の場合
→年間で定額より3,420 円割引
▷６か月前納（４月・１０月末振替）の場合
→半年で定額より930 円割引
※早割制度、前納制度の割引金額は17年度のものであり、
金額が変更される場合があります。
※口座振替の開始までは、１～２か月かかりますので、希望
する人は早めに手続をしてください。
●問い合わせ 役場国民年金係☎ 201-4321

国民年金保険料の納付は、
安心・便利そして
お得な口座振替で

国民年金

交通事故、他人の飼い犬に噛
まれたなど、第三者の行為によ
ってけがや病気をしたときで
も国保が使えます。ただし、医
療費は加害者で全額負担する
のが原則ですので、国保が医療
費を一時的に立て替え、あとで
加害者に請求します。

●届け出を忘れずに！
国保で医療を受けるときは

必ず事前に国保に連絡し、す
みやかに「第三者行為による
傷病届」を提出してください。

●示談は慎重に！
加害者から治療費を受け取ったり、示談をすま

せたりすると、国保が請求できなくなります。示
談をする前に、必ず保険医療係に相談しましょう。

●問い合わせ 役場保険医療係☎ 201-4321

第三者行為は
届け出を
忘れずに！

み ず ま き の ア ス ベ ス ト 調 査 報 告
人体に悪影響をおよぼすアスベスト
アスベストの健康への被害についてテレビや新聞で報道されています。アスベストとは、天然の
繊維性鉱物で、耐熱性・耐薬品性・絶縁性など多くの優れた特性があり、古くから保温材や建材
を中心に広く使用されていました。しかし一方では、発ガン性物質であることも証明されています。
アスベストの粉じんを吸うことにより、肺ガンや悪性中皮腫などの健康障害が発生します。

町有施設の吹付アスベスト調査について
水巻町では、今年度の７月から10月までに、小中学校・保育所・庁舎・中央公民館・町営住
宅など全 72 施設の吹付アスベストの調査を実施しました。調査の結果、朳小学校の屋上機械室
と高松下水処理場の機械室の計２か所に吹付アスベストが使用されていることが判明しました。
２か所とも機械室で、隔離され施錠されており、健康に悪影響を及ぼす状態ではないのですが、
平成18 年度中に除去する予定です。

住宅に使われる繊維壁はアスベストではありません
また、住宅の壁材によく使用されている「繊維壁」はパルプや紙を使用した植物性の建材で、
アスベストではありません。町営住宅の壁の仕上材としても使用されていますが、アスベストとは
全くの別物でありますので、ご安心ください。

●問い合わせ 役場建築景観係☎201-4321



平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
で

次
の
要
件
を
満
た
す
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
、
祖
父
母
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対

象

▽
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料

な
ど
の
受
給
権
が
あ
る
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
、
祖
父
母

▽
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
権
が
あ
る
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
、
祖
父
母

※
父
母
、
祖
父
母
に
つ
い
て
は

戦
没
者
が
死
亡
し
て
か
ら
平

成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
氏
を
同
じ
く
す
る
子
ま

た
は
孫
（
自
然
血
族
）
を
有

し
て
い
な
い
こ
と
。

●
申
込
期
限

３
月
31
日（
金
）

※
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特

別
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
役

場
民
生
児
童
係
へ

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
・
更
新
登
録
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
と

き

３
月
１
日
（
水
）

〜
８
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

●
対

象

▽
登
録
期
限
が
３
月
31
日
ま
で

の
業
者

▽
新
規
に
登
録
を
し
よ
う
と
す

る
業
者
（
水
巻
町
排
水
設
備

責
任
技
術
者
を
１
人
以
上
専

属
雇
用
し
て
い
る
こ
と
）

●
新
規
登
録
講
習
会

３
月
26

日
（
日
）

●
費

用

一
万
円

※
申
請
用
紙
、
排
水
設
備
設
置

基
準
書
（
１
冊
三
千
円
）
は

役
場
下
水
道
課
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
役

場
下
水
道
課
へ

飛
行
騒
音
な

ど
で
非
常
に
ご

迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
と

き

２
月
20
日
（
月
）、

21
日
（
火
）、
22
日
（
水
）
午

後
９
時
ご
ろ
ま
で

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
訓
練
日

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
渉
外
室
☎
２
２
３

局
０
９
８
１
番

県
で
は
、
猪
や
鹿
か
ら
農
林

作
物
が
被
害
を
受
け
る
の
を
防

止
す
る
た
め
、
猪
と
鹿
の
狩
猟
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
そ
の
狩
猟
期
間
が

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
に
入
る

と
き
な
ど
は
十
分
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

●
狩
猟
期
間

毎
年
11
月
15
日

〜
３
月
15
日

●
問
い
合
わ
せ

県
庁
緑
化
推

進
課
☎
（
０
９
２
）
６
４
３

局
３
５
５
０
番

●
と

き

５
月
７
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

福
岡
市
東
平
尾
公

園
、博
多
の
森
陸
上
競
技
場
、

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
・
ア
リ

ー
ナ
棟

●
対

象

身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
平
成
18
年
４
月
１

日
現
在
で
16
歳
以
上
の
人

（
内
部
障
害
者
は
除
く
）

●
競
技
種
目

陸
上
、
水
泳
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球

●
申
込
期
限

３
月
３
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
☎
（
０
９
２
）
５
８
２
局

５
２
２
３
番

養
護
学
校
の
生
徒
た
ち
の
温

か
く
個
性
あ
ふ
れ
る
書
を
見
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
と

き

２
月
21
日
（
火
）

午
後
５
時
〜
３
月
１
日（
水
）

午
後
４
時

●
と
こ
ろ

ゆ
め
タ
ウ
ン
遠
賀

（
遠
賀
町
松
の
本
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
北
筑
前

養
護
学
校
☎
（
０
９
２
）
９

４
３
局
８
６
７
４
番

水巻町役場
☎ 201-4321
℻ 201-4423

中央公民館
☎ 201-0401
℻ 201-0411

南部公民館☎202-2472
℻ 202-2473

総合運動公園
▷スポーツ振興係☎ 201-4000
▷テニスコート  ☎ 201-5757

い き い き ほ ー る
健康推進係     ☎ 202-3212

℻ 202-3621

子育て支援センター
☎ 203-5772
℻ 203-5806

児童少年相談センター
☎ 203-1555
℻ 203-1553

図書館  ☎ 201-5000
℻ 201-0995

歴史資料館 ☎ 201-0999

えぶり山荘 ☎ 202-6230

障害者福祉センター
☎ 201-0794

問い合わせ

労 災 保 険 の こと
何でもご相談ください
相談は無料。秘密は厳守します。
●相談内容
▷労災の年金・
介護、生活問
題、心配ごと
▷仕事の疲れか
らくる健康・
精神的な悩み
▷過労死について
●問い合わせ ㈶労災年金福
祉協会福岡労災年金相談所☎
（092）472-7161

福
岡
県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
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夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

猪
と
鹿
の
狩
猟
期
間
が
延

長
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
見
に
来
て
ね

養
護
学
校
の
書
道
展

特
別
給
付
金
の
請
求
は
済

み
ま
し
た
か

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
登
録
を
行
い
ま
す

県内の産業別最低賃金が
12月10日、表のように改正
されました。表の中にない業
種は10月1日から改正され
ている福岡県最低賃金（時間
額 648 円）が適用されます。

業 種 1時間
製鉄業、製鋼・製鋼
圧延業、鋼材製造業 762円

電気機械器具製造業 738円
輸送用機械器具製造業 754円
百貨店、総合スーパー 713円
自動車（新車）小売業 753円
各種商品小売業 710円

●問い合わせ 福岡労働局
☎ (092)411-4578

産業別最低賃金
改正



３
月
に
県
北
九
州
土
木
事
務

所
が
折
尾
か
ら
八
幡
総
合
庁
舎

内
に
移
転
し
ま
す
。

●
移
転
日

３
月
６
日
（
月
）

●
移
転
場
所

福
岡
県
八
幡
総

合
庁
舎
（
八
幡
西
区
則
松
）

●
問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
土

木
事
務
所
☎
６
９
１
局
２
７

６
１
番

町
で
は
聴
覚
障
害
者
や
音

声
・
言
語
機
能
障
害
者
の
社
会

参
加
の
促
進
の
た
め
に
、
４
月

１
日
か
ら
手
話
通
訳
者
派
遣
事

業
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
手
話
通
訳
な
ど
の

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き

る
手
話
通
訳
者
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
そ
の
力
を
役
立
た
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
場
所

福
岡
県
内

●
活
動
時
間

午
前
８
時
〜
午

後
６
時
の
間
で
、
利
用
者
の

希
望
す
る
時
間

●
応
募
資
格

福
岡
県
認
定
手

話
通
訳
者
登
録
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は
同
等

の
能
力
が
あ
る
人

●
必
要
な
も
の

資
格
を
証
明

で
き
る
も
の

●
申
込
期
限

２
月
28
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
障
害
者
福
祉
係

●
対

象

保
護
者
が
福
岡
県

内
に
居
住
す
る
東
京
都
ま
た

は
そ
の
近
郊
の
大
学
生 

●
会
館
名

英
彦
寮
（
男
子
）、

筑
紫
寮
（
女
子
）

●
所
在
地

横
浜
市
青
葉
区 

●
申
込
期
限

３
月
１
日（
水
） 

●
問
い
合
わ
せ

申
込
方
法
、

費
用
な
ど
詳
し
い
こ
と
は（
財
）

福
岡
県
教
育
文
化
奨
学
財
団

☎
（
０
９
２
）
６
４
１
局
７

３
２
６
番
へ 

 

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
災
害

な
ど
の
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、
民
間
の
人
材
を
確
保
す
る

た
め
の
制
度
で
、
教
育
訓
練
終

了
後
に
陸
上
予
備
自
衛
官
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
。

●
対

象

日
本
国
籍
で
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

●
身

分

非
常
勤
の
特
別
職

国
家
公
務
員

●
教
育
訓
練
日
数

３
年
以
内

に
50
日

●
申
込
期
限

４
月
７
日（
金
）

●
試
験
日

４
月
15
日
（
土
）

※
技
能
募
集
も
あ
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
芦
屋

募
集
事
務
所
☎
２
２
３
局
０

９
８
１
番

●
対

象

高
校
卒
業
以
上
の

人（
来
春
卒
業
予
定
を
含
む
）

●
申
込
期
限

３
月
３
日（
金
）

●
試
験
日

３
月
９
日
（
木
）

●
定

員

若
干
名

●
訓
練
期
間

来
年
４
月
か
ら

１
年
間

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
小
倉
高
等
技
術
専
門
校

☎
９
６
１
局
４
０
０
２
番

●
対

象

福
岡
都
市
高
速
ま

た
は
北
九
州
都
市
高
速
を
利

用
し
て
い
て
、
平
日
の
会
議

に
出
席
で
き
る
運
転
免
許
を

持
っ
て
い
る
人

●
定

員

福
岡
都
市
高
速
お

よ
び
北
九
州
都
市
高
速
の
利

用
者
で
各
10
人

●
申
込
期
限

２
月
20
日（
月
）

●
任

期

平
成
18
年
４
月
か

ら
１
年
間

●
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
福

岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
営

業
企
画
課
☎
（
０
９
２
）
６

３
１
局
３
２
８
４
番
へ

●
と

き

２
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
０
２

局
３
７
０
０
番

県
で
は
、
高
年
齢
者
の
退
職

後
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
と

き

３
月
６
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト

ホ
テ
ル
（
小
倉
北
区
大
門
）

●
対

象

就
業
を
希
望
す
る

退
職
後
の
高
年
齢
者
や
こ
の

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
人

●
定

員

50
人

●
費

用

無
料

●
内

容

講
演

▽
「
よ
く
わ
か
る
！
60
歳
以
降

の
く
ら
し
と
年
金
」

▽
「
雇
用
情
勢
と
高
齢
者
の
再

就
職
」

●
問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
労

働
福
祉
事
務
所
☎
５
９
２
局

３
５
０
７
番

21 ◉広報みずまき 2006.2.10

平成18年度

水巻町臨時職員の
を受け付けます
平成18 年度水巻町臨時職員の登録を受け

付けます。
今回の応募で水巻町臨時職員として登録さ

れた人は、平成18 年４月１日から平成19 年
３月31日までの間、必要に応じて雇用され
ることになります。そのため、登録後すぐに
雇用ということではありませんので、あらか
じめご了承ください。
●職 種 一般事務職・保育士・
学童保育指導員・給食調理員
（保育所・小学校）・図書司書・
保健師など
●応募資格 昭和 31年４月２日から昭和 63
年４月１日までに生まれた人（地方公務員法
第16 条に準じ、その欠格事項に該当する
人は応募できません）
▷保育士・保健師・図書司書については免許（資
格）を持っている人または取得見込みの人
●勤務時間  午前８時 30 分～午後５時
（職場により異なることがあります）
●賃 金（日額）
▷一般事務職・学童保育指導員・給食調理員
／6,000 円程度
▷保育士・図書司書／6,500 円程度
▷保健師／ 7,500 円程度
●申込期間 ２月15日（水）～３月24日（金）
●申込方法 役場人事係に用意している申込
用紙に必要事項を記入し、写真を添付して
提出してください。提出は代理の人でも構
いません。
●申し込み・問い合わせ 役場人事係

手
話
で
通
訳
が
出
来
る
人

を
募
集
し
ま
す

Ｏ
Ａ
事
務
科
追
加
募
集

小
倉
高
等
技
術
専
門
校

高
年
齢
者
の
就
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー

北
九
州
土
木
事
務
所
が

移
転
し
ま
す

募集！募集

都
市
高
速
を
よ
り
快
適
に

利
用
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

東
京
で
の
学
生
生
活
を
応
援
し
ま
す

福
岡
県
学
生
会
館
寮
生
募
集

い
ざ
と
い
う
と
き
の
力

予
備
自
衛
官
補
募
集

地
域
で
取
り
組
む
防
犯
対

策
講
習
会
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重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と

き

３
月
３
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト

ホ
テ
ル
（
小
倉
北
区
大
門
）

●
対

象

事
業
主
や
人
事
担

当
者
ま
た
は
こ
の
テ
ー
マ
に

関
心
の
あ
る
人

●
定

員

80
人

●
費

用

無
料

●
問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
労

働
福
祉
事
務
所
☎
５
９
２
局

３
５
０
７
番

私
た
ち
の
町
の
身
近
な
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
の
人
権
擁
護
委
員

が
、
家
庭
内
の
も
め
事
や
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差

別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
対

象

再
就
職
を
希
望
す

る
育
児
な
ど
で
退
職
し
た
人

●
と

き

３
月
７
日
（
火
）

〜
９
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
零
時
30
分

※
託
児
は
１
歳
以
上
で
１
回
１

人
三
百
円
で
す
。

●
と
こ
ろ

レ
デ
ィ
ス
や
は
た

（
八
幡
東
区
尾
倉
）

●
申
込
期
限

３
月
１
日（
水
）

●
費

用 

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

☎
５
７
１
局
６
４
４
０
番

派
遣
、
契
約
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
嘱
託･･･

。
企
業
の
雇
用

形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
現

代
、
人
材
育
成
が
会
社
経
営
の

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

●
と

き

２
月
20
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
問
い
合
わ
せ

北
九
州
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局
☎

５
６
１
局
３
５
４
２
番

【
一
般
寄
付
と
し
て
】

遠
賀
・
中
間
地
区

農
業
祭
実
行
委
員
会
様

頃
末
南カ

ト
リ
ッ
ク
水
巻
教
会
様

【
香
典
返
し
と
し
て
】

頃
末
南

故
・
本
田

一
郎
様

本
田
貴
美
子
様

猪

熊

故
・
岩
永
ヨ
ド
ミ
様

岩
永

幸
男
様

梅
ノ
木
団
地
西

故
・
菅
原

郁
夫
様

菅
原
ツ
ギ
子
様

吉
田
団
地

故
・
松
本
ユ
キ
ヱ
様

松
本

達
三
様

み
ず
ほ

故
・
安
部

直
様

安
部

幸
子
様

猪

熊

故
・
金
本

三
男
様

金
本

毅
様

鯉
口
分
譲

故
・
南
部

卓
利
様

南
部

和
子
様

猪

熊

故
・
土
井
田

實
様

土
井
田
ル
リ
子
様

平成17年度空き缶等ポイ捨て禁止ポスター・標語入賞作品

再
就
職
に
向
け
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

特
設
人
権
相
談
所

企
業
経
営
と
人
材

労
働
セ
ミ
ナ
ー

将来を担う子どもたちにも環境美化の意識を高めてもらおうと、夏休みに「空き缶等ポイ捨て禁止ポスタ
ー・標語」を募集しました。厳正な審査の結果、次の作品が各賞に選ばれました。おめでとうございます。

●水巻町長賞
水巻を きれいにするため がんばろう

吉田小４年 飯隈一貴
●水巻町議会議長賞
楽しんで 遊んだ後は ごみ拾い

朳小５年 藤原遥
●水巻町教育長賞
ポイ捨てを された缶たち カンカンだ

伊左座小４年 中村美春
●水巻町地区衛生推進協議会会長賞
空き缶は みんなのマナーが つまってる

頃末小５年 渡邊麻結

●優秀賞
杉野法子（伊左座小４年）、町田健威・原英里奈（伊
左座小６）、中畑友里・大庭浩平（朳小５年）、福
原賢治（朳小６年）、淺附弘孝・定宗唯（吉田小５年）、
星野絵玲樹（吉田小６年）、笈田恵理・渡邉拓己・
梅田葵（頃末小６年）

●問い合わせ 役場環境衛生係

標語

貸します詐欺に
ご注意を！
最近、金融機関な

どの名前や東京都の
貸金業の登録番号を
詐称し、「お金を貸します」
とダイレクトメールなどを送
り付け、実際は融資する前に
「保証金」や「保険金」名目
でお金を騙し取る新たな手口
が急増しています。ご注意く
ださい。 
●問い合わせ 東京都産業労
働局金融部貸金業対策課☎
（03）5320-4775

●水巻町長賞 ●水巻町議会議長賞

●水巻町教育長賞 ●水巻町地区衛生推進協議会会長賞

●優秀賞 宮﨑楽（吉田小４年）、三ヶ尻佳奈（猪熊
小４年）、古田菜美華（伊左座小４年）、木元里紗（頃
末小５年）、満田明子（頃末小６年）、工藤夏奈（朳
小５年）、隈部里奈（朳小６年）、九島初音・甲斐
美穂（水巻中１年）、益田優花（水巻南中２年）

ポスター

副田博子（水巻南中２年）

石谷一也（猪熊小６年）

山口美樹（伊左座小６年）

川﨑愛子（吉田小６年）



■
「
食
育
」
を
特
集
し
た
12
月
10

日
号
と
11
月
10
日
号
の
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
の
組
み
写
真
が
、
そ
れ
ぞ

れ
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
話
し
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
方
や
快
く
出

演
し
て
い
た
だ
い
た
方
な
ど
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
は
こ
の
12
月
10
日
号
、
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
特
集
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
締
め
切
り
は
迫

る
し
、
テ
ー
マ
は
決
ま
ら
な
い
し
、

も
う
こ
う
な
っ
た
ら
「
年
末
大
掃
除

特
集
〜
今
年
の
汚
れ
は
今
年
の
う
ち

に
〜
」
で
い
こ
う
か
と
係
長
と
冷
や

汗
を
か
き
な
が
ら
話
し
て
い
た
の
で

す
。
結
局
、「
食
育
」
で
無
事
に
こ

の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
広
報
の
現
場
は
い
つ
も
ピ
ン
チ

の
連
続
で
す
。

（
藤
本
）

■
今
年
の
初
日
の
出
は
、
実
に
見

事
で
し
た
。
元
旦
の
天
気
予
報
は

曇
り
で
し
た
の
で
半
ば
あ
き
ら
め

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
快
晴
で

き
れ
い
な
朝
日
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
月
号
は
特
集
で
あ
る
行
財
政
改

革
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
と
し
て
、
表

紙
に
、
こ
の
初
日
の
写
真
を
使
い

ま
し
た
。

は
た
し
て
今
後
の
「
行
革
」
が

水
巻
の
明
る
い
未
来
を
照
ら
す
日

の
光
と
な
る
か
ど
う
か
、
役
場
職

員
に
と
っ
て
奮
闘
の
日
々
の
は
じ

ま
り
で
す
。

（
山
田
）

男 女 共 同 参 画 社 会 に む け て

水巻町では、男女共同参画社会を目指しています。

マ
ル

問い合わせ
役場高齢者福祉係☎201-4321
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少子・高齢化やライフスタイルの変化が急速に進
む中で、女性の労働力は無視できないものとなって
います。今後ますます、男女がともに仕事と家庭責
任を等しく分かちあうなど、多様な働き方が可能と
なる職場環境を整備することが重要となってきま
す。あなたの職場では、以下の項目であてはまるも
のがいくつあるか、チェックしてみましょう？

□お茶出しやコピーなどの雑用は、女性がする仕事
である。
□男性と女性で採用や昇進・昇給が違うのは当然で
ある。
□職場結婚によって女性が配置転換されるのはやむ
を得ない。
□お酒の席では、女性がお酌
をするのが当たり前である。
□男性が育児休業や介護休暇
を取ることは難しい。
□取引先との接待には、若い
女性が同行する方がいい。
□女性はすぐに退職するので、
大事な仕事は任せられない。

みなさんの職場ではいくつあてはまりましたか？
一人ひとりが個性豊かに良きパートナーとして能

力を発揮するために、「女だから」「男だから」と言
う思い込みや偏見、甘えを捨てて、男女共同参画の
視点で互いに働きやすい職場環境を作るよう見直し
てみましょう。

男女共同参画の視点③＜職場編＞

男女共同参画

所
得
の
少
な
い

高
齢
者
が
、
安
心

し
て
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
利
用

料
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対

象

介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
要
支
援
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人

①
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
で
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

②
世
帯
の
収
入
月
額
が
生
活
保
護
基
準

額
の
１
・２
倍
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
世
帯
の
現
金
と
預
貯
金
な
ど
の
合

計
額
が
生
活
保
護
基
準
額
の
２
倍

以
下
で
あ
る
こ
と
。（
参
考
／
１
人

世
帯
の
場
合
＝
約
25
万
円
以
下
、
夫

婦
世
帯
の
場
合
＝
約
35
万
円
以
下
）

④
申
請
日
前
１
年
６
か
月
以
内
の
介

護
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

●
助
成
額

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
額
（
１
割
）
か
ら
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
を
除
い

た
額
の
３
割
を
助
成
し
ま
す
。

●
利
用
手
続
き

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
申
請
書
に
世
帯

員
の
収
入
、
生
活
費
、
財
産
な
ど

の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

高
齢
者
福
祉
係
に
相
談
く
だ
さ
い
。

高

齢

者情
報

得
情
報

水
巻
町
で
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
独
自
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
知
っ
て
て
便
利
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
を
助
成
し
ま
す

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成
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心
が
熱
く
て
人
情
的
な
刑
事
を
目
指
し
て
い
ま
す

●この仕事について。
私がまだ中学生のときに映画で「踊る大捜査線」がありま

して、その主人公の青島刑事っていますよね。その人に憧れ
て刑事になりたいって思いました。
●実際、警察官になってどうでしたか。
テレビでは警察というのは結構派手に見えますが、実際は

すごく地味な仕事です。地道にコツコツとやってきたことが
最後に実を結ぶといった感じですかね。
あと、私は人と話すことがまだ少し苦手なんですよ。でも

交番って小学生からお年寄りまで誰でも来るところでしょ
う。だから、その人に合わせて話しができるように頑張って
います。
●将来の夢は。
最終的には刑事になりたいですね。それも「踊る大走査線」
の青島刑事のような熱くて人情的な刑事に。刑事って試験で
決まるのではないんですよ。毎日仕事をきちんとして、そし
てそれまでの経験とか人柄とかをいろいろ見込まれて刑事課
に配属されるんです。一生懸命に仕事していないと認められ
ませんね。
●町民の方へ一言。
交番は皆さんが思っているような堅苦しいところじゃあり

ませんよ。困ったことがあれば気軽に来てくださいね。
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勤務先：折尾警察署水巻交番

大
おおいえ
家 寿

かず や
弥さん（芦屋町）

町内で
頑張っ

ている
若い人

を紹介
するコ

ーナー
です頑張って

ます!

パパとママの所に生まれてきてく
れてありがとう。

本ほ
ん
だ田

宗そ
う
す
け輔

ち
ゃ
ん

17
年
２
月
10
日
生
ま
れ

（
吉
田
一
）

名前のとおり、心の美しい子に育
ってね。

重し
げ
ま
つ松

心こ
こ
み美

ち
ゃ
ん

17
年
２
月
16
日
生
ま
れ（二

）
毎日元気いっぱいの綾マン！心優
しい女の子になってね♥

小お
さ
な
い

山
内

綾あ
や

ち
ゃ
ん

17
年
２
月
26
日
生
ま
れ

（
宮
尾
台
）

いつも元気なりさ♥いっぱい食べ
て大きくなってね。

濱は
ま
も
と本

凛り

さ咲
ち
ゃ
ん

17
年
２
月
12
日
生
ま
れ

（
吉
田
二
）

お兄ちゃんたちが大好きなあやち
ゃん。スクスク元気に育ってね。

増ま
す
い井

綺あ
や
ね音

ち
ゃ
ん

17
年
２
月
６
日
生
ま
れ

（
伊
左
座
）

かずくん、毎日幸せありがとう♥
パパ、ママ幸せだよ。

広ひ
ろ
わ
た
り
渡

一か
ず
と斗

ち
ゃ
ん

17
年
２
月
25
日
生
ま
れ

（
猪
熊
）

いつもニコニコ陸くん。いっぱい
食べておおきくなーれ。

西に
し
む
ら村

陸り
く

ち
ゃ
ん

17
年
１
月
24
日
生
ま
れ

（
猪
熊
）

１歳のお誕生日の前月20日ま
でに広報広聴係へ申し込んで
ください。




